
教科書／副教材

ワークシート

４月 4

（知及技）身近にある情報やメ

ディアの基本的な特性及びPC等の

情報機器の基本的な用途、操作方

法及び仕組みをしり、情報と情報

技術を活用して問題を知り、問題

を解決する方法を身につけること

ができる。Aア（ア）

（知・技）身近にある情報やメ

ディアの基本的な特性及びPC等の

情報機器の基本的な用途、操作方

法及び仕組みをしり、情報と情報

技術を活用して問題を知り、問題

を解決する方法を習得しようとす

る。

・情報と私たちの生活

（１）

・情報機器の便利さと発

展

・情報機器の発展の歴史

・コンピュータの発達と

私たちの生活の変化につ

いて調べる。

・なぜ、現代に情報機器

が必要なのか考える。

国語、数学、社会、
職業

５月 8

（知及技）情報に関する身近

で基本的な、法規や制度、情

報セキュリティーについて知

ることができる。Aア（イ）

（知・技）情報に関する身近

で基本的な、法規や制度、情

報セキュリティーについて理

解しようとする。

・情報機器の入出力につ

いて

・様々な法令上の規制に

ついて

・機器の名前や用途の説

明

・関連動画を視聴し、生

徒同士で議論する。

国語、数学、社会、
職業

６月 8

（思判表力）身近にある情報

技術が人や社会に果たす役割

と及ぼす影響について知るこ

とができる。Aア（ウ）

（思・判・表）身近にある情

報技術が人や社会に果たす役

割と及ぼす影響について知ろ

うとする。

・正しくしく情報機器を

活用してみよう

・もし、情報機器が無け

ば・・・感謝の心

・ワードエクセルの入力

について

・情報機器が現代に無け

ればどうなる？

国語、数学、社会、
英語、職業

７月 4

（学・人）１学期の学習を振

り返り、２学期に向けた職業

科との連携に向けた課題を見

出すことができる。

（主学））１学期の学習を振

り返り、２学期に向けた職業

科との連携に向けた課題を見

出す発言や態度が見られる。

・１学期のまとめ ・テスト等で学習の定着

を確認し、次の目標を立

てる。

国語、数学、社会、
英語、職業

９月 8

（知及技）身近なメディアの

基本的な特性とコミュニケー

ション手段の基本的な特徴に

ついて、その編成を踏まえて

知ることができる。Bア（ア）

（知・技）身近なメディアの

基本的な特性とコミュニケー

ション手段の基本的な特徴に

ついて、その編成を踏まえて

理解しようとする姿勢が見ら

れる。

・情報と私たちの生活

（２）

・インターネットからフ

リー素材のダウンロード

・AIで画像加工

・インターネットやメ

ディアなどの情報から関

心のある問題について調

べる。

・Copilotの活用

１０月 8

（思判表力）身近なメディア

とコミュニケーション手段の

関係を考えること。Bイ（ア）

（思・判・表）身近なメディ

アとコミュニケーション手段

の関係性を実社会から考え、

答えを出すことができる。

・情報と私たちの生活

（２）

・ポスター作成

・より良い解決方法につ

いて調べ、話し合う。

・好きな活動に向けたPR

ポスターを作成をする。

１１月 8

（思判表力）効果的なコミュ

ニケーションを行うための情

報デザインの基本的な考え方

や方法に基づき、表現の仕方

を工夫すること。Bイ(ウ)

（思・判・表）身近なメディ

アとコミュニケーション手段

の関係性を実社会から考え、

答えを出すことができる。

・文字入力の方法につい

て

・ポスター作成

・ワープロ検定過去問

で、入力の学習

・生徒みんなで決めた目

的達成に向けたPRポス

ター作成をする。

国語、数学、社会、
英語、職業

１２月 6

（学・人）２学期の学習を振

り返り、３学期への課題を見

出すことができる。

（知及技）情報通信ネット

ワークの基本的な仕組みや情

報セキュリティーを確保する

ための基本的な方法について

知ること。Cア（ア）

（主学）２学期の学習を振り

返り、３学期への課題を見出

そうとしている。

（知・技）情報通信ネット

ワークの基本的な仕組みや情

報セキュリティーを確保する

ための基本的な方法について

理解しようとする。

・２学期のまとめ

・基本的な情報漏洩の防

止方法やデータの保護に

ついて

・テスト等で学習の定着

を確認し、次の目標を立

てる。

・小まめな保存とデータ

の一括管理、離席の時注

意の理解を理解する。

国語、数学、職業

１月 4

（知及技）身近なデータを蓄

積、管理、提供する基本的な

方法、情報通信ネットワーク

を介した情報すステムによる

サービスの提供に関する基本

的な仕組みと特徴について知

ること。Cア（イ）

（知・技）身近なデータを蓄

積、管理、提供する基本的な

方法、情報通信ネットワーク

を介した情報すステムによる

サービスの提供に関する基本

的な仕組みと特徴について理

解しようとする。

・PC、iPad実習

・エクセルシートを使っ

て、顧客データの分析

・データ分析の結果をパ

ワーポイントで作成し、

発表

・エクセルやプレゼン

テーションソフトの特徴

を教え、活用して自分の

考えをわかりやすく伝え

合う。

国語、社会、理科、
職業

２月 8

（思判表力）データの収集、

整理及び結果の表現の基本的

な方法を適切に選択し、実行

することCイ（ウ）

（思・判・表）データの収

集、整理及び結果の表現の基

本的な方法を適切に選択し、

実行しようとする。

・PC、iPad実習

・データの詳細部分を

チェックする。

・データの入力やデータ

を読み解く力の基本的な

力の育成。

国語、数学、社会、
英語、職業

３月 4

（学・人）１年間の学習を振

り返り、次の学年への課題を

見出すことができる。

（主学）１年間の学習を振り

返り、次の学年への課題を見

出そうとしている。

・１年間のまとめ ・テスト等で学習の定着

を確認し、次年度の目標

を立てる。

国語、数学

留意点
引継等

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

2

学

期

国語、社会、理科、
職業

3

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及技）知識及び技能
効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技

能を見つけるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。（高1段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
身近な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題を知り、問題を解決すために必要な情報と情報技術を活

用する力を養う。（高1段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性 身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（高1段階）

令和８年　高等部　１年　（Ⅱ課程久米島高校分教室）　　情報科　年間指導計画(シラバス)

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

２／７０ 高１年　３名



評価方法 ・三観点の確認　　・授業（実技、実習を含む）に対する取組姿勢　　・ポスターの仕上がり ・テスト



教科書／副教材

ワークシート

４月 4

（知及技）身近にある情報やメ

ディアの基本的な特性及びPC等の

情報機器の基本的な用途、操作方

法及び仕組みをしり、情報と情報

技術を活用して問題を知り、問題

を解決する方法を身につけること

ができる。Aア（ア）

（知・技）身近にある情報やメ

ディアの基本的な特性及びPC等の

情報機器の基本的な用途、操作方

法及び仕組みをしり、情報と情報

技術を活用して問題を知り、問題

を解決する方法を習得しようとす

る。

・情報と私たちの生活

（１）

・情報機器の便利さと発

展

・情報機器の発展の歴史

・コンピュータの発達と

私たちの生活の変化につ

いて調べる。

・なぜ、現代に情報機器

が必要なのか考える。

国語、数学、社会、
職業

５月 8

（思判表力）情報に関する身

近で基本的な、法規や制度及

びマナーの意義、情報社会に

おいて個人の果たす役割や責

任、情報諸ルなどについて考

えること。Aイ(イ)

（思・判・表）情報に関する

身近で基本的な、法規や制度

及びマナーの意義、情報社会

において個人の果たす役割や

責任、情報諸ルなどについて

考えようとする。

・情報と私たちの生活

（１）

・情報機器の入出力につ

いて

・様々な法令上の規制に

ついて

・情報機器の正しく活用

するために必要なスキル

の向上。

・なぜ、法令上の規制が

かかっているのか考え

る。

国語、数学、社会、

職業

６月 8

（思判表力）身近にある情報

や情報技術の活用について考

えること。Aイ（ウ）

（思・判・表）身近にある情

報や情報技術の活用について

考えようとする。

・情報機器の身近な活用

について

・もし、情報機器が無け

ば・・・感謝の心。

・ワードエクセルの入力

について

・情報機器が現代に無け

ればどうなる？

国語、数学、社会、
英語、職業

７月 4

（学・人）１学期の学習を振

り返り、２学期に向けた職業

科との連携に向けた課題を見

出すことができる。

（主学））１学期の学習を振

り返り、２学期に向けた職業

科との連携に向けた課題を見

出す発言や態度が見られる。

・１学期のまとめ ・テスト等で学習の定
着を確認し、次の目標
を立てる。

国語、数学、社会、
英語、職業

９月 8

（知及技）身近なメディアの

基本的な特性とコミュニケー

ション手段の基本的な特徴に

ついて、その編成を踏まえ知

ることができる。Bア（ア）

（知・技）身近なメディアの

基本的な特性とコミュニケー

ション手段の基本的な特徴に

ついて、その編成を踏まえ理

解しようとする。

・インターネットからフ

リー素材のダウンロード

・AIで画像加工

・ネットやメディアな
どの情報から関心のあ
る問題について調査
・Copilotの活用

１０月 8

（思判表力）コミュニケー

ションの目的に合わせて、必

要な情報が伝わるような情報

デザインを考えること。Bイ

（イ）

（思・判・表）コミュニケー

ションの目的に合わせて、必

要な情報が伝わるような情報

デザインを考える姿勢が見ら

れる。

・情報と私たちの生活

（２）

・ポスター作成

・より良い解決方法につ

いて調べ、話し合う。

・好きな活動に向けたPR

ポスターを作成をする。

１１月 8

（思判表力）効果的なコミュ

ニケーションを行うための情

報デザインの基本的な考え方

や方法に基づき、表現の仕方

を工夫すること。Bイ(ウ)

（思・判・表）効果的なコ

ミュニケーションを行うため

の情報デザインの基本的な考

え方や方法に基づき、表現の

仕方を工夫しようとする。

・文字入力の方法につ
いて
・ポスター作成

・ワープロ検定過去問

で、入力の学習

・生徒みんなで決めた目

的達成に向けたPRポス

ター作成をする。

国語、数学、社会、
英語、職業

１２月 6

（学・人）２学期の学習を振り返

り、３学期への課題を見出すこと

ができる。

（知及技）情報通信ネットワーク

の基本的な仕組みや情報セキュリ

ティーを確保するための基本的な

方法について知ること。Cア（ア）

（主学）２学期の学習を振り返

り、３学期への課題を見出そうと

している。

（知・技）情報通信ネットワーク

の基本的な仕組みや情報セキュリ

ティーを確保するための基本的な

方法について理解しようとする。

・２学期のまとめ

・基本的な情報漏洩の防

止方法やデータの保護に

ついて

・テスト等で学習の定着

を確認し、次の目標を立

てる。

・小まめな保存とデータ

の一括管理、離席時の注

意の理解を理解する。

国語、数学

１月 4

（知及技）身近なデータを蓄

積、管理、提供する基本的な

方法、情報通信ネットワーク

を介した情報すステムによる

サービスの提供に関する基本

的な仕組みと特徴について知

ること。Cア（イ）

（知・技）身近なデータを蓄

積、管理、提供する基本的な

方法、情報通信ネットワーク

を介した情報すステムによる

サービスの提供に関する基本

的な仕組みと特徴について理

解しようとする。

・PC、iPad実習

・エクセルシートを使っ

て、顧客データの分析

・データ分析の結果をパ

ワーポイントで作成し、

発表

・エクセルやプレゼン
テーションソフトの特
徴を教え、活用して自
分の考えをわかりやす
く伝え合う。

国語、社会、理科、
職業

２月 8

（思判表力）データの収集、

整理及び結果の表現の基本的

な方法を適切に選択し、実行

することCイ（ウ）

（思・判・表）データの収

集、整理及び結果の表現の基

本的な方法を適切に選択し、

実行しようとする。

・PC、iPad実習
・データの詳細部分を
チェックする。

・データの入力やデー
タを読み解く力の基本
的な力の育成。

国語、数学、社会、
英語、職業

３月 4

（学・人）１年間の学習を
振り返り、次の学年への課
題を見出すことができる。

（主学）１年間の学習を振
り返り、次の学年への課題
を見出そうとしている。

・１年間のまとめ ・テスト等で学習の定
着を確認し、次年度の
目標を立てる。

国語、数学

留意点
引継等

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

2

学

期

国語、社会、理科、
職業

3

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及技）知識及び技能
効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技

能を見つけるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。（高1段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
身近な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題を知り、問題を解決すために必要な情報と情報技術を活

用する力を養う。（高1段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性 身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（高1段階）

令和８年　高等部　２年　（Ⅱ課程久米島高校分教室）　　情報科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

２／７０ 高２年　２名



評価方法 ・三観点の確認　　・入力のスピード　・ポスターの仕上がり　・テスト



教科書／副教材

ワークシート

４月 5

（知及技）身近にある情報や

メディアの基本的な特性及び

PC等の情報機器の基本的な用

途、操作方法及び仕組みを踏

まえ、情報と情報技術を活用

して問題を知り、問題を解決

する方法を身につけること。A

ア（ア）

（知・技）身近にある情報や

メディアの基本的な特性及び

PC等の情報機器の基本的な用

途、操作方法及び仕組みを踏

まえ、情報と情報技術を活用

して問題を知り、問題を解決

する方法を身につけようとす

る。

・情報機器の便利さと発

展

・情報機器の発展の歴史

・情報通信システム

・コンピュータの発達と

私たちの生活の変化につ

いて調べる。

・なぜ、現代に情報機器

が必要なのか考える。

国語、数学、社会、
職業

５月 8

（思判表力）情報に関する身

近で基本的な、法規や制度及

びマナーの意義、情報社会に

おいて個人の果たす役割や責

任、情報モラルなどについ

て、それらの背景を捉え、考

えること。Aイ（イ）

（思・判・表）情報に関する

身近で基本的な、法規や制度

及びマナーの意義、情報社会

において個人の果たす役割や

責任、情報モラルなどについ

て、それらの背景を捉え、考

えようとする。

・情報機器の入出力につ

いて

・様々な法令上の規制と

罰則について

・情報機器の正しく活用

するために必要なスキル

の向上。

・なぜ、法令上の規制が

かかっているのか、罰則

についても考える。

国語、数学、社会、
職業

６月 8

（知及技）身近にある情報や

情報技術の適切かつ効果的な

活用と望ましい情報社会の在

り方について考えること。Aイ

（ウ）

（知・技）身近にある情報や

情報技術の適切かつ効果的な

活用と望ましい情報社会の在

り方について考えようとす

る。

・情報機器の身近な活用

について

・情報機器の扱い方

・ワードエクセルの入力

について

・情報機器が現代に無け

ればどうなる？

国語、数学、社会、
英語、職業

７月 5

（学・人）１学期の学習を振

り返り、２学期に向けた職業

科との連携に向けた課題を見

出すことができる。

（主学））１学期の学習を振

り返り、２学期に向けた職業

科との連携に向けた課題を見

出す発言や態度が見られる。

・１学期のまとめ ・テスト等で学習の定着

を確認し、次の目標を立

てる。

国語、数学、社会、
英語、職業

９月 8

（知及技）身近なメディアと

コミュニケーション手段の基

本的な特徴について、その変

遷を踏まえて理解すること。B

ア（ア）

（知・技）身近なメディアと

コミュニケーション手段の基

本的な特徴について、その変

遷を踏まえて理解しようとす

る。

・インターネットからフ

リー素材のダウンロード

・画像の取り込み

・AIで画像加工

・ネットやメディアなど

の情報から関心のある問

題について調査

・Copilotの活用

１０月 8

（思判表力）コミュニケー

ションの目的に合わせて、適

切かつ効果的な情報デザイン

を考えること。Bイ（イ）

（思・判・表）コミュニケー

ションの目的に合わせて、適

切かつ効果的な情報デザイン

を考えようとする。

・ポスター作成 ・より良い解決方法につ

いて調べ、話し合う。

・好きな活動に向けたPR

ポスターを作成をする。

１１月 8

（思判表力）効果的なコミュ

ニケーションを行うための情

報デザインの基本的な考え方

や方法に基づいて表現し、振

り返り、表現を見直すこと。B

イ（ウ）

（思・判・表）効果的なコ

ミュニケーションを行うため

の情報デザインの基本的な考

え方や方法に基づいて表現

し、振り返り、表現を見直そ

うとする。

・文字入力の方法やタ
イピングについて
・ポスター作成

・ワープロ検定過去問

で、入力の学習。

・生徒みんなで決めた目

的達成に向けたPRポス

ター作成をする。

国語、数学、社会、
英語、職業

１２月 7

（学・人）２学期の学習を振

り返り、３学期への課題を見

出すことができる。

（知及技）情報通信ネット

ワークの基本的な仕組みや情

報セキュリティーを確保する

ための基本的な方法について

知ること。Cア（ア）

（主学）２学期の学習を振り

返り、３学期への課題を見出

そうとしている。

（知・技）情報通信ネット

ワークの基本的な仕組みや情

報セキュリティーを確保する

ための基本的な方法について

理解しようとする。

・２学期のまとめ
・基本的な情報漏洩の

防止方法やデータの保
護について

・テスト等で学習の定着

を確認し、次の目標を立

てる。

・小まめな保存とデータ

の一括管理、離席時の注

意の理解を理解する。

国語、数学

１月 5

（知及技）身近なデータを蓄

積、管理、提供する基本的な

方法、情報通信ネットワーク

を介した情報システムによる

サービスの提供に関する基本

的な仕組みと特徴について理

解すること。Cア（イ）

（知・技））身近なデータを

蓄積、管理、提供する基本的

な方法、情報通信ネットワー

クを介した情報システムによ

るサービスの提供に関する基

本的な仕組みと特徴について

理解しようとする。

・PC、iPad実習

・エクセルシートを使っ

て、顧客データの分析

・データ分析の結果をパ

ワーポイントで作成し、

発表

・エクセルやプレゼン
テーションソフトの特
徴を教え、活用して自
分の考えをわかりやす
く伝え合う。

国語、社会、理科、
職業

２月 8

（学・人）１年間の学習を振

り返り、社会人として情報活

用に関する課題を見出すこと

ができる。

（主学）１年間の学習を振り

返り、社会人として情報活用

に関する課題を見出そうとす

る。

・１年間のまとめ ・テスト等で学習の定着

を確認し、次年度の目標

を立てる。

国語、数学、社会、
英語、職業

留意点
引継等

評価方法 ・三観点の確認　　・入力のスピード　・ポスターの仕上がり　・テスト

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

2

学

期

国語、社会、理科、
職業

3

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及技）知識及び技能
効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について理解し、基礎的な

技能を身につけるとともに、情報社会と人との関わりについて理解する。（高２段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
身近な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用する力を養う。（高２段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
身近にある情報や情報技術を適切に活用すると共に、情報社会に参画しようとする態度を養う。（高２段

階）

令和８年　高等部　３年　（Ⅱ課程久米島高校分教室）　　情報科 　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

２／７０ 高３年　１名


